
賛美　

　 　「愛するわが主」

　　 「私たちは一つ」

　 　「みことばなる」

「いと高き所に栄光が」

　　「目を開けて」

献金　　　　　　　　

牧会祈祷

主の祈り　　

宣教支援献金

聖書朗読    　ヨハネの福音書2章1節～11節　 　森宗孝

メッセージ　　　「すべてが祝福に」　　　　　 　関真士牧師

賛美　           「イエスに栄光あれ」

頌栄　 祝祷

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって

一つとされ共に主を礼拝いたしましょう

お知らせ

● 本日の礼拝では、宣教支援献金が持たれます。

● 肥田なが子さん（1923年11月6日生）　1月7日朝、主の

御許に逝かれました。99歳でした。ご家族の上に主の

慰めが豊かにありますように、お祈りいたします。

● 本日12：30pmから執事会が持たれます。

● 2023年版「奉仕一覧」が出来ました。奉仕への志のあ

る方、どうぞご連絡ください。一覧表が配布、掲示され

ています。ウェブからも見ることができます。　

● １月29日は日英合同礼拝です。9:45amからです。メッ

セージは、関牧師です。毎月第五週は、日英合同礼

拝になります。

● 洗礼式　1月29日　6：30am　アラモアナビーチ　　　　　

受洗者：山影花陽（やまかげ　はるひ）　洗礼を希望す

る方は、関牧師までお知らせください。

● コロナ、フルーが流行っています。熱や咳などの症状

がある場合には、ステイホームして、オンラインで礼拝

を捧げましょう。

　

献金

　　

    　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

風の吹くままに

▼2023年版の奉仕一覧ができました。配布され、礼拝堂横の

掲示板、ウェブページにも掲載されています。ここ数年間は、コ

ロナで中断していましたが、それまでは毎年配布していました。

ここには、ホノルル教会における奉仕の一覧が書かれていま

す。何か自分に出来る奉仕はないかと考えておられる方は、是

非ご覧くださり、奉仕に参加してください。

▼一方で、このようにプログラム化された事や、目に見える事だ

けが奉仕ではありません。あなたの祈り、声掛け、ヘルプは、ま

さに奉仕です。奉仕とは、教会と、その方の祝福のために仕え

ることです。

そして何よりも、礼拝をサンデーサービスと呼ぶように、礼拝を

捧げることこそ、神に仕えることなのです。

▼生活状況、健康の問題などで、この一覧に掲載されている奉

仕が出来なくても、安心してください。奉仕は、私たちの承認欲

求を満たすためのものではありません。奉仕が出来なくても、

私たちの主にある存在価値は何も変わりません。

さらに奉仕とは、私たちの「仕える」という生き方そのものです。

この奉仕一覧は教会内における奉仕ですが、教会の外におい

て、職場、家庭、友人たちに、仕えることは、まさに奉仕です。

どうぞ、水を汲んだ給仕役のように、神と人とに仕えさせていた

だきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　            　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関真士牧師

　　　　　　　　Sekishinji89@gmail.com



2022年度聖句

あなたがたは、主にあっていつも喜びなさい。

繰り返して言うが、喜びなさい。

スモールグループの心得

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。

分かち合いのポイント

それぞれのポイントについて、考えたこと、感じたことなどを
分かち合いましょう。

①ぶどう酒は、祝福を現わします。　どんな失敗でも、神は
上等なぶどう酒に変えてくださいます。

②ぶどう酒は、イエスの十字架の血を現わします。神は、
私 たちの罪を十字架の血で清めてくださいます。　

③この奇跡は、水を汲んだ給仕役だけが知ることができま
した。私たちも、この給仕役のように、水を汲む者であり
たいと願います。

　　 　

　　　　　　　ヨハネの福音書 2章 1〜11節

それから三日目に、ガリラヤのカナで婚礼があり、そこに

イエスの母がいた。イエスも弟子たちも、その婚礼に招か

れていた。ぶどう酒がなくなると、母はイエスに向かって

「ぶどう酒がありません」と言った。すると、イエスは母

に言われた。「女の方、あなたはわたしと何の関係があり

ますか。わたしの時はまだ来ていません。」母は給仕の者

たちに言った。「あの方が言われることは、何でもしてく

ださい。」そこには、ユダヤ人のきよめのしきたりによっ

て、石の水がめが六つ置いてあった。それぞれ、二あるい

は三メトレテス入りのものであった。イエスは給仕の者た

ちに言われた。「水がめを水でいっぱいにしなさい。」彼

らは水がめを縁までいっぱいにした。イエスは彼らに言わ

れた。「さあ、それを汲んで、宴会の世話役のところに

持って行きなさい。」彼らは持って行った。宴会の世話役

は、すでにぶどう酒になっていたその水を味見した。汲ん

だ給仕の者たちはそれがどこから来たのかを知っていた

が、世話役は知らなかった。それで、花婿を呼んで、こう

言った。「みな、初めに良いぶどう酒を出して、酔いが

回ったころに悪いのを出すものだが、あなたは良いぶどう

酒を今まで取っておきました。」イエスはこれを最初のし

るしとしてガリラヤのカナで行い、ご自分の栄光を現され

た。それで、弟子たちはイエスを信じた。　　　　　　
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　 ホノルルキリスト教会 2023年1月15日

週 報

　　  賛美の御言葉　　詩篇96篇1節、6節

新しい歌を、主に歌え。全地よ、主に歌え。威厳と威光は

御前にあり、力と輝きは主の聖所にある。


